
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

労働法 
について調べる 

 366.14 

【SS-023】 

分類番号 

「Paste（ぱすて）」とは？ 

ぱっと分かって、すっと頭に入る、テーマ別調べ方ガイドです。みなさんの学習をサポ

ートする、総合図書館ラーニング・サポーター（LS）による作成です。レポート作成の際

などにお役立てください 

 

発行： 2018 年 9 月 13 日 大阪大学総合図書館 

作成： 総合図書館 LS （法学研究科） 

★ 関連キーワード 

・労働基準法 

・労働契約法 

・労働組合法 

・労働関係調整法 
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１－１． 「労働法」とは？ 

労働法は労働者の地位を保護・向上し、労使関係を調整する法の総称である。日本では、戦後に始ま

り、1945 年に（旧）労働組合法、次いで 1946 年には労働関係調整法、そして 1947 年に労働基準法・職

業安定法・失業保険法が制定されるに至った。その後、主として裁判所の判断の蓄積によって形成され

た考え方（判例法理）を取り込み、労働法の体系が更に整えられた。労働法の中でも、労働基準法・労

働組合法・労働関係調整法は代表的な法規制として、「労働三法」と呼ばれている。 

１－２． 学習するにあたってのポイント 

前提として、民法に対する労働法の位置づけを知っておいたほうがよい。民法には「契約自由の原則」

があり、労働条件などの契約に際し、法の制限に触れない限り、個人の自由が尊重される。しかし、全く

の自由にしてしまうと、実際には立場の弱い労働者にとって、低賃金や長時間労働などの不利な契約

が結ばれることが予想される。このような事態を避けるため、労働法は民法の契約自由の原則を一部

制限することで、労働者を保護している。 

また、勉強する際は、法律条文だけではなく、労働判例を読むことも重要である。法律は抽象的であり、

実際の労働紛争に適用するためには、裁判所の解釈が必要となるためである。 

１－３． 一般向けに書かれた資料・読み物 

 労働法入門 / 水町勇一郎著 

極めてバランスのとれた労働法の入門書。労働法が生まれた歴史的な背景から現在の日本の労

働法まで幅広く丁寧に解説している。 

【書誌 ID=2004210939】 総合図-A 棟 3 階 文庫・新書 089/IS/R1329 

 

 

 

２－１． 事典・ハンドブック 類 

 労働判例百選 / 村中孝史, 荒木尚志編 （第 9版） 

労働法分野の重要な判例を分類し、一件の判例を 2頁程度で分かりやすく説明している。裁判所の

判断理由のほかに類似判例や学説なども織り込みながら解説しているので、代表的な労働判例の

要点を理解するのに役立つ。 

【書誌 ID=2004407927】 総合図-A 棟 3/4 階 学習用図書 320.5/JUR/230 

 

 

 

 

 

 

 １．イントロダクション 

 ２．学習用資料 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E8%80%85
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B3%95_(%E6%B3%95%E5%AD%A6)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%AC%AC%E4%BA%8C%E6%AC%A1%E4%B8%96%E7%95%8C%E5%A4%A7%E6%88%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/1945%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1946%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/1947%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E5%9F%BA%E6%BA%96%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%B5%84%E5%90%88%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E7%B5%84%E5%90%88%E6%B3%95
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%B4%E5%83%8D%E9%96%A2%E4%BF%82%E8%AA%BF%E6%95%B4%E6%B3%95
https://www.furusawa-sr.jp/article/13157498.html
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２－２． 最初に読むべき資料： 教科書・古典 

 労働法 / 菅野和夫著 （第 11版補正版） 

労働法を概観し、体系的に理解するのに最適な基本書。1975 年に初版が版行されてから、2017 年

年までの 42 年の間に 12 回の改訂を重ねていて、解説の丁寧さ、網羅性において信頼のおける一

冊。労働法を学ぶ学生から、司法試験の受験生、弁護士などの実務家の利用にも耐える定番の

書。 

【書誌 ID=2004416072】 総合図-A 棟 3/4 階 学習用図書 366.14/SUG 

 

 労働法 / 荒木尚志著 （第 3版） 

労働法の全体像をつかむのに役立つ体系書。特に、諸外国の労働法との比較を踏まえた検討があ

ったり、まだ議論の途上にある新しい論点についても、理論上または実務上重要と判断されたもの

は積極的に紹介していたりするのが特徴。 

【書誌 ID=2004415104】 総合図-書庫 366.14/ARA 

２－３． 最新情報が確認できる資料： 主要雑誌・年鑑・Web ページ 

 季刊労働法 / 労働法学研究所 [編] 

労働法・労働問題の争点を鋭く探る専門誌。特に、毎号の特集では、法改正の動向や諸外国の労

働事情などについて、大学の研究者や弁護士が公労使の様々な立場から意見を述べている。最新

の労働法課題に関心を持っている人にお勧め。 

【書誌 ID=3001037049】 法資、経資 

 

 労働関係法規集 / 日本労働研究機構編 

労働法を学ぶ際に便利な、持ち運びしやすい法規集。基本的な法令のほか、施行令・施行規則・指

針・規則なども収録されている。法改正を受けて、毎年新しい版が出ているため、できるだけ最新版

を使用するとよい。 

 

 労働政策研究・研修機構 （http://www.jil.go.jp/index.html） 

労働に関する総合的な調査研究を行い、収集した情報や資料を整理・提供している。国内外の労働

事情についての論文が掲載されている。また、機構や官公庁などが行った労働に関する各種統計

調査結果がまとめられ、随時更新されている。ダウンロードも可能である。 

２－４． その他専門書・学術論文等で注目すべきもの 

 労働法の「常識」は現場の「非常識」 : 程良い規制を求めて / 小嶌典明著 

労働法の規制と実際の職場とのギャップを指摘し、実務には現場の視点が不可欠であると説いて

いる。著者は政府の規制改革や、大阪大学の人事労務の現場を経験しており、説得力のある指摘

が多い。 

【書誌 ID=2004363513】 総合図-A 棟 3/4 階 学習用図書  366.14/KOJ 

 

 

http://www.jil.go.jp/index.html
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 雇用社会と法 / 道幸哲也著 

現代社会において雇用状況が変貌していく態様やその原因を解明しているとともに、労働者の入社

から雇用終了までの紛争のパターンを具体的な裁判例を素材にして検討している。また、実務にお

ける労働者の権利実現だけではなく、使用者側の利益との調整も踏まえて論じている。 

【書誌 ID=2004420656】 総合図-A 棟 3/4 階 学習用図書 377.15/HOS/2017 

 

 

 

３－１． 有用な検索キーワード 

 主要キーワード：労働法、労働三法、労働基準法、労働関係調整法、労働組合法、労働契約法 

 関連キーワード：労働者、使用者、労使関係 

３－２． 一次資料類： 史料集・全集・統計集・ファクトデータ集 

 D1-Law.com （https://www.d1-law.com/） 

大阪大学が契約しているデータベースで、学内ネットワークから利用可能（2018 年 9 月現在）。法令

や判例を調べることができるほか、法関連文献と判例の書誌情報も検索できる。また、ジュリストな

どの有斐閣の法律系の雑誌 5誌も閲覧することができる。 

３－３． レポート・論文の書き方、学び方、引用・参考文献の書き方 

 論文答案作成教室 : 法律的文章を書くコツ / 杉山博亮著 （第 4版） 

法律分野の文章作法を説いたテキスト。法学系のレポートや法科大学院入試などの試験において、

小論文を分かりやすく書くコツを丁寧に解説されている。司法試験予備試験の論文式試験の答案

例も掲載されている。 

【書誌 ID=2004388782】 総合図-A 棟 3/4 階 学習用図書 327.07/SUG 

 

 大学院入試小論文の書き方 / 佐々木昭則著 （第 2版） 

文系・理系のジャンルを問わず、どの類型にも応用できる共通の論述ルールの紹介に加えて、法学

小論文についても解説されている。 

【書誌 ID=2004454997】 総合図-A 棟 2 階 キャリア支援図書 816.5/SAS 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３．レポート・論文執筆用資料 

図書名・雑誌名の後ろに「書誌 ID」（１０桁の数字）の記載が

あるものは大阪大学で所蔵しています。この１０桁の数字で

大阪大学 OPAC（蔵書検索システム）が検索できます。 

本文中で紹介している図書・雑誌について 

https://www.d1-law.com/

